　第５学年１組　総合的な学習の時間学習指導案
                                                  　　　　　    　　　　指導者　江田　あずさ　

１　単元　　　有明海と諏訪川
２　指導観
○　本学級の子どもたちは，これまでの総合的な学習の時間の中で，意欲的に学習対象に関わり，課題を見出して調べたり，GTなどによる調査から情報を収集したりする活動を通して，自分にできることを考えて解決することに取り組んでいる。しかし，活動に個人差があることや，決定した活動がその時だけのものとなっていることから，活動の意味を考え，継続して実践していく力が十分に育っていない。　

　　　　そこで，学校や地域の一員として自覚を持つと共に，大牟田市全体にも視野を広げ，課題に応じてよりよい解決方法を見出し実践したり，自分との関わりを考えたりすることができるようになっていくこの期に本単元を取り上げる。そして，地域に残る石炭の歴史を知り，環境の変化に目を向けて学習することを通して，地域を流れる諏訪川や有明海をつながりとして考えたり，対象に関わっている人々の思いや願いについて考えたりすることで，積極的に諏訪川や有明海の環境を守っていこうとする態度を育てたい。このことは，友だちや家庭・地域の方々と交流しながら追求し表現する力を育てるとともに，地域の一員としての自覚を育て，かかわりの質を高めることからも意義深い。
　　○　本単元に関しては，第４学年総合的な学習の時間「クリーンアップ諏訪川大作戦」で，地域を流れる諏訪川の水質調査，GTによる環境問題に関する講話，市役所の方による環境教室などの活動を通して，諏訪川の環境やそこに住む生物について学習している。そして，自分達にできることを考え，諏訪川の環境を守る大切さをポスターや新聞にまとめて発信し，校区を流れる諏訪川の環境を守っていく態度を養ってきている。また，「宮原坑ガイドへの道」において，ボランティアガイドの方の説明から，宮原坑の歴史についても理解してきている。

　　　　本単元では，これらの上に立って，石炭で栄えた歴史を調べると共に，宮原坑から鉄道でつながる有明海の環境や地域の環境がどのように変化してきたのかを調べる活動を行う。そして，これまでに関わってきた人々の思いや願いに気づき，地域に対する愛着を持って，川や海を大切にしていこうという気持ちを高めることができるようにする。このことは，第６学年総合的な学習の時間「三池港と有明海」「レベルアップボランティアガイド」で，宮原坑と三池港とのつながりや三池港の役割について調べ，もののつながりや人のつながりについて考え，発信する学習へと発展する。
　　○　本単元における見方・考え方を働かせる「書く」「話す・聞く」活動として，「石炭が活用されることによって生み出される歴史的な良さや，環境問題に着目し，産業や人々の生活とのかかわりの面から，有明海を守るために，自分たちに何ができるかについて考え伝え合うこと」を位置付ける。そして，地域の歴史やそれに関わった人の思いや願いを知ると共に，諏訪川や有明海を守っていくことができる一人として，多くの人に知ってもらいたい，守っていきたいという思いを持ち，実践できることを考えることができるようにする。　
　　　　そのために，まず，校区にある宮原坑では石炭がさかんに掘られ，三池炭鉱鉄道敷跡は，石炭の輸出入を行うために三池港につながり，石炭の運搬として栄えたよさがあったことを知る。次に，市役所環境保全課の方の話から，環境面においては，問題が起こっていたことや現在においても環境問題が続いていることを知り，課題をつかむ。そして，諏訪川と有明海のつながりとして自分にできることを再度見つめ直し，有明海クルージングを通して，川や海の環境を守る取組を考え呼びかけを行っていくようにする。
　　　　特に本時指導にあたっては，４年生の時の実践をもとに，諏訪川をきれいにする取組の成果や課題について振り返ることを通して，自分たちの目標達成に向けて見直す取組や新たな取組などを見出すとともに，今後の実践の充実につなぐようにする。
　　　　そのためにまず，「出合う」段階では，現在の取組の課題を捉えることができるように，環境問題への取組の結果をもとに，本時のめあてをつかませる。次に「つくる」段階では，実践した取組の中で，できている取組とできていない取組を明らかにし，表に結果の記入を行う。さらに「高める」段階では，実践結果から，できていない取組を中心に班の友だちからアドバイスをもらって修正したり，新たにできそうなことを交流したりして活動の見直しをさせる。そして，今までの活動を意味のあるものにするために，継続していくことが大切なことを明らかにする。最後に「つながる」段階では，自分の活動を選択させ，今後の取組につなげるようにする。
３　目標
○　地域の川の環境を守り続けるという課題を持ち，川を守るための活動に取り組んだり，川の現状を調べたりすることを通して，川の環境を守ることが海の環境や海洋生物の保護につながっていることを理解するとともに，環境を守る取組を実践することができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（知識・技能）
○　環境を守るための改善活動に取り組んで分かったことや考えたことについて，目的に応じて整理・分析や事象の関連付けをしたり，実践してもらえるようなパンフレットやチラシなどの表現物を効果的に選択したりして表現することができる。　　　　　　　　　（思考・判断・表現）

○　海や川の環境に関心を持ち，石炭の歴史的な良さや環境における問題点などについて友だちと協力して調査したことをまとめ，地域に対する愛着を持つとともに，地域の一員としてのかかわり方を考え，海や川の豊かさを守りたいという思いを持つことができるようにする。
（主体的に学習に取り組む態度）
４　単元計画（２０時間）
	段階
	配時
	学　　習　　活　　動
	主な支援（□）と評価（◆）

	出

合

う
	２
２
	１　宮原坑や石炭の歴史について知り，産業と環境の関係から，学習課題をつくる。
○　宮原坑や鉄道敷跡，三池港について知る。
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○　環境について知り，課題を明らかにする。
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○　活動の見通しを話し合い，学習計画を立てる。
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□　宮原坑や石炭の歴史のすごさを感じさせるために，現地ガイドの方の思いを聞かせてもらうようにする。（宮原坑見学）
□　産業の発展の裏で環境問題があったことを気づかせるために，産業の発展と環境問題についてGTに話してもらうようにする。
※環境保全課（４１－２７２１）
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１
	２　石炭の歴史や環境問題について調べ，伝え合う。



３　4年生で諏訪川を守る活動を行った経験を想起し，「もっと諏訪川をきれいに保ちたい」という思いから，学習課題をつくる。







４　これまでの学習や自分の成長を振り返り，これからも実践していく計画を立てる。

　○　今後も諏訪川の環境を守るために，地域の一員としてできることを続けていくことについて考える。


	□　石炭の素晴らしさに気づかせるために，施設の説明ではなく，石炭を支える歴史として調べを進めるようにする。
□　交流活動では，より大事な事を伝えさせるためにそれぞれのグループで内容を精選するようにする。
◆それぞれの説明でわからなかったところを質問して理解しようとしている。
· 　川の環境は一昔前よりずいぶんきれいになったことを知ったが，実際に見てみると，まだ改善できそうなことを気づかせるために，諏訪川を見学したり，三池港の水産業について調べたりして，きれいにしたい思いをもつようにする。
□　実践を続けていくことが大切だという意識をさせるために，具体的に取り組めるようなことを考えるようにする。

◆川をきれいにしたいという思いで，具体的な実践を決めている。

□　前回よりも確実な実践が行えるように，「何時に調べる」「いつ手伝う」「一人一人に呼びかける」等具体的に決めるようにする。

◆より具体的な実践方法で行う工夫を決めている。
□　自分たちが継続してできる取組を，現実性・継続性の観点から決定させる。
◆　諏訪川を守る取組を考え，継続して行おうという意欲を持つことができる。


５　本時　　令和2年9月9日（　水　）　６校時　　5年1組教室において
６　主眼

　○　諏訪川の環境を守るために実践してきたことや，実践するための方法を話し合う活動を通して，環境を守れていない原因に気づいたり，その原因を解決するための自分達にできる新たな取組を見出したりすることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　（思考・判断・表現）
　○　諏訪川の環境を守るための取組状況から，できたこととできなかったことを書き出して分類し，どうやったら活動できるかを見直すために，お互いに考えを伝え合ったり新たな取組を決定したりすることで，かかわりの質を高めながら追求することができる。　　　
（見方・考え方を働かせる「書く」「話す・聞く」活動）
７　本時授業仮説
· 「高める」段階の「話す・聞く」活動において，各自ができなかった取組をどうやったらできるようになるかを，できた取組の理由と関連付けながら話し合って考えることで，自分の新たな取組として考え，思いを持って課題を選択することができるであろう。
〔手立て〕
· 取組の成果と課題を明らかにさせるために，これまでの取組をカードに記録するようにする。また，「話す・聞く」活動の中で，カードをもとに，友だちの「できた取組」の工夫からアドバイスをもらうことで，自分の新たな取組の参考にできるようにする。
８　準備　　　掲示物（学習の足跡）　
９　展開（２０時間　　本時１４／２０）
	段階
	学習活動
	教師の支援（○）と評価（◆）
見方・考え方を働かせる書く活動★

	出
合
う

つ

く

る

高

め

る

つ

な

が

る


	１　前時学習を想起し，本時めあてをつかむ。
· 前時までに決めた実践を振り返り，本時学習のめあてをつかむ。



２　本時学習の進め方を知り，見通しを持つ。
· 本時学習の進め方を知る。
①　自分の取組の成果と課題を見直す。
②　できた理由できなかった理由からグループや全体で交流する。
③　新たな取組を決定する。
３　成果と課題を分類したものをもとに，原因について考える。
　○　自分の活動を整理する。【書く活動①】
食器の汚れをふいてから洗う
△2日しかできなかった
洗剤の使用量の呼びかけ
○時間を決めてした。
米とぎ水の再利用
×親に任せてしまった

　○　班でできた理由できなかった理由を明らかにし，キーワードを見つける。
　　・方法（表にする，ポスターで掲示

　　　　　　曜日を決める　等）

　　・気持ち（環境のことを考えて頑張った

やる気はあったが面倒くさくなった）
４　取組について交流し，よりよい取組について考える。
　○　できた取組について理由をもとに話したり，できなかった取組についてアドバイスを送ったりする。　　　　　　【話す・聞く活動】






　○　友だちの取組やアドバイスから，今後の取組の見通しを持つ。　　　　　【書く活動②】
＜新たな取組や継続する取組＞
取組
いつ　どんなことをする
洗剤の使用量の呼びかけ

夜　一緒に食器を洗って適量を考えながら呼びかける。
清掃活動
友だちと遊ぶときに買い物袋を持参して，時間を決めてみんなで楽しくゴミ拾いをする。
　　　　　　　　　　いつ　　方法　　気持ち
５　本時学習を振り返り，まとめをする。
　○　今後の取組を確認し，次時の学習の見通しを持つ。



	○　実践カードをもとに，「本当に環境活動は行っていかなければならないのだろうか？」と問い，これまで守ってきてくれた人の思いや，きれいな大牟田でいる気持ちよさを確認するようにする。

・環境保全課の方の励ましの声を聞く。
○　本時学習活動の見通しを持たせるために，活動の流れを掲示するようにする。
　
★　できた項目，できなかった項目を明確にさせるために，ノートに理由を書かせておくようにする。

○　キーワードを明らかにし，できたことやできなかったことは，方法や気持ちに原因があることがわかるようにする。
○　改善のキーワードを見出すことで，自分の新たな取組における視点を与えるようにする。
○　アドバイスをもらう中で自分にできそうな取組を明らかにできるようにする。

・自分にできる環境活動についての掲示より，多くの考えをもっている自分を振り返られるようにする。
・新たな取組の参考になるように，できた友だちの工夫点を掲示する。





★　取組の自己決定を具体的なものにさせるために，「どんな方法で」「どんな気持ちで」などのキーワードをもとに，継続していく意識を高められるようにする。
◆友だちのアドバイスをもとに，新たな取組を具体的に書くことができている。
（思・判・表：ノート）
○今後の実践意欲を高めさせるために，それぞれの取組を確認するようにする。


豊富に採れる石炭をより多く運ぶために，馬車から蒸気機関車になったんだね。





三池港からは，船で多くの石炭が輸送されていたらしいよ。すごいね。





空には黒い煙が，川には工場排水が流れ込み，魚がすめなかったみたい。人は病気にもなったらしい。よ。





公害対策も進み出し，人々の生活を守る努力もされていたみたい。





①　石炭の歴史と産業の発展について，自分の課題を決めて調べる。


②　調べたことから伝えたい内容を選ぶ。


③　選んだ内容をまとめる。（宮原坑ロード）


④　クラスで調べたことを共有する。





【課題Ⅰ】石炭の歴史や産業の発展について調べて伝えよう。





【体験活動Ⅰ】


○　本やインターネットから情報を集める。【書く①】


○　各グループで情報を整理し，まとめる。


　











環境問題





鉄道敷跡





三池港





宮原坑





【交流活動Ⅰ】


○　調べたことについて伝え合う。【話す・聞く】


　・宮原坑では多くの石炭が掘られていたことが詳しくわかった。


　・石炭を運ぶ線路は，150㎞もあったんだね。


　











【課題Ⅱ】諏訪川とつながっている有明海を守るためにできることを考えよう。





【体験活動Ⅱ】


○　諏訪川を見学する。


○　三池港の水産業について調べる。


○　学校の水で調査を行う。


○　４年生の活動を想起し見直す。


　・４年生の時はやっていたけど今はやっていない。


　・家族への呼びかけはその時だけだったな。


○　再度取組を決めノートに書き実践する。【書く①】


　











水はためてから洗う





洗剤の使用量呼びかけ





食器をふいてから洗う





省エネ活動





清掃活動





米とぎ水の再利用





【交流活動Ⅱ】　　　　　　　　　　【話す・聞く】


○　実践してできたこととできなかったことを表に整理し，全員がよりよくできる方法を考える。


　・呼びかけだけではなく，自分もやってみよう。


　・家族全員に意識してもらうために，チェック表を作ろう。　　　　　　　　　　　　　【書く②】











【体験活動Ⅲ】


○　具体的な取組を家族で１週間実践する。


　・川をきれいにしたいという思いが膨らんできたな。


　・みんなで取り組んでもっときれいになったらいいな。


　











【交流活動Ⅲ】　　　　　　　　　　【話す・聞く】


○　１週間の取組の成果を伝え合う。


　・親と一緒に食器洗いをして，洗剤の量に気をつけて実践し，川の環境を意識して取り組むことができた。


　・チェック表で家族に呼びかけ，みんなで取り組むことが気持ちよかった。


　・全校にも広めよう。


○　班の活動で広めたい人の取組を中心に新聞やパンフレットにまとめる。　　　　　　　【書く②】


　・駛馬小のみんなも実践してほしいな。








一緒に食器洗いをして洗剤の量を気をつけていきたい。


友だちの方法でもやってみたいな。





� EMBED MSGraph.Chart.8 \s ���





・決めたことを完璧に守れた。（成果）


・　家族に呼びかける計画を立てていたが，毎日はできなかった。（課題）








めあて








自分たちの取組の成果や課題を整理し，今後の環境を守る取組を考えよう。





洗剤の使いすぎに注意するために，私も一緒に食器洗いのお手伝いをして洗剤の量に気をつけました。





家族みんなにシャンプーの使いすぎに気をつけてもらうためにポスターを作って家のお風呂場にはりました。





食器の汚れを拭き取ってから洗うようにしていたけど，２日しかできなかった。意識が足りませんでした。





意識するために○○さんがやっていたチェック表を作って毎日つけてみたらどうかな？





　


方法や気持ちに気をつければ，環境を守る取組が継続できそう。





まとめ





友だちによりよいアドバイスをもらって新たに継続することができそうです。今後も家族みんなで取り組みたいと思います。











付箋による意識づけ


電気のスイッチに節電





よびかけポスター





＜チェック表＞


月　節水○


火　シャンプー量　○





自分の頑張る姿を見せて家族に協力してもらう





曜日を決める


月　節電　火　ゴミ拾い　水　節水・・・
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